
著者名 請求番号 出版社

面白いほどよくわかる!心理学 決定版 渋谷 昌三 140 ｼﾌﾞ  西東社
面白いほどよくわかる!他人の心理学 決定版 渋谷 昌三 140 ｼﾌﾞ  西東社

本山 勝寛 141.3 ﾓﾄ  大和書房
やる気の出し方 藤由 達蔵 159 ﾌｼﾞ  河出書房新社
よのなかﾙｰﾙﾌﾞｯｸ ﾒｼが食える大人になる! 高浜 正伸 159.5 ﾀｶ  日本図書ｾﾝﾀｰ
世界の名言名句1001 ﾛﾊﾞｰﾄ･ｱｰﾌ 159.8 ｱｰ  三省堂

ｲﾗｽﾄでわかる日本の元号 日本の元号研究会 210 ﾆﾎ  池田書店
元号って何だ? 今日から話せる247回の改元舞台裏 藤井 青銅 210 ﾌｼﾞ  小学館
元号と日本人 元号の付いた事件･出来事でたどる日本の歴史 宮滝 交二 210 ﾐﾔ  ﾌﾟﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ社
平成の軌跡 定点観測者としての通信社 新聞通信調査会集 210.7 ｼﾝ  新聞通信調査会

平成史 保阪 正康 210.7 ﾎｻ  平凡社
巨人の箱庭 平壌ﾜﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞ 荒巻 正行 221.2 ｱﾗ  駒草出版
平成の終焉 退位と天皇･皇后 原 武史 288.4 ﾊﾗ  岩波書店
ﾃﾞｨｰﾎﾞｰ 内野 仁 290.9 ｳﾁ 同窓生文庫 星雲社

元仙台市議の回想と提言 月と頸草 岩崎 武宏 318.4 ｲﾜ 同窓生文庫 自悠工房
こんなに恐ろしい核兵器 2 核兵器のない世界へ 鈴木 達治郎 319.8 ｽｽﾞ 2 ゆまに書房
10代からの社会学図鑑 ｸﾘｽ･ﾕｰﾙ 361 ﾕｰ  三省堂
医薬品業界で働く 池田 亜希子 366 ｲｹ 補21 ぺりかん社
ｽﾎﾟｰﾂで働く 谷 隆一 366 ﾀﾆ 補22 ぺりかん社

吉岡 大祐 372.2 ﾖｼ  旬報社
名門高校100 時代をﾘｰﾄﾞする人物はここから巣立った 猪熊 建夫 376.4 ｲﾉ  河出書房新社

予測の科学はどう変わる? 人工知能と地震･噴火･気象現象 井田 喜明 400 ｲﾜ 282 岩波書店
素数物語 ｱｲﾃﾞｨｱの饗宴 中村 滋 400 ｲﾜ 283 岩波書店
科学の誤解大全 答えはひとつではない ﾏｯﾄ･ﾌﾞﾗｳﾝ 404 ﾌﾞ  日経BPﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

世界史を変えた新素材 佐藤 健太郎 501.4 ｻﾄ  新潮社

色から読み解く日本画 三戸 信惠 721 ﾐﾄ  ｴｸｽﾅﾚｯｼﾞ
あの映画に､この鉄道 川本 三郎 778.2 ｶﾜ  ｷﾈﾏ旬報社
千利休 切腹と晩年の真実 中村 修也 791.2 ﾅｶ  朝日新聞出版

｢伝える力｣と｢地頭力｣がいっきに高まる東大作文 西岡 壱誠 816 ﾆｼ  東洋経済新報社
ﾘｱﾙな英語の9割は海外ﾄﾞﾗﾏで学べる! 南谷 三世 830 ﾐﾅ  池田書店
詳説英語ｲﾃﾞｨｵﾑ由来辞典 佐藤 尚孝 833.4 ｻﾄ  三省堂

室町小歌 小野 恭靖 911 ｵﾉ 同窓生文庫 笠間書院
死にがいを求めて生きているの 朝井 ﾘｮｳ 913.6 ｱｻ  中央公論新社
こうして誰もいなくなった 有栖川 有栖 913.6 ｱﾘ  角川書店
父と私の桜尾通り商店街 今村 夏子 913.6 ｲﾏ  角川書店
魔眼の匣の殺人 今村 昌弘 913.6 ｲﾏ 2 東京創元社
鹿の王 水底の橋 上橋 菜穂子 913.6 ｳｴ  角川書店
ちひろ憧憬 中川 陽子 913.6 ﾅｶ 同窓生文庫 けやき書房
遠い道 中川 陽子 913.6 ﾅｶ 同窓生文庫 けやき書房
ひとめぼれ 畠中 恵 913.6 ﾊﾀ 6 文芸春秋

著者名 請求番号 出版社 かわたれどき 畠中 恵 913.6 ﾊﾀ 7 文芸春秋
この川のむこうに君がいる 浜野 京子 913.6 ﾊﾏ  理論社

旅する本の雑誌 本の雑誌編集部 019.9 ﾎﾝ  本の雑誌社 ﾉｰｽﾗｲﾄ 横山 秀夫 913.6 ﾖｺ  新潮社
県民文芸 第58回静岡県芸術祭文学作品集 静岡県教育委員会 090.9 ｹﾝ 郷土資料 静岡県教育委員会 女の不作法 内館 牧子 914.6 ｳﾁ  幻冬舎
｢伊豆文学賞｣優秀作品集 第22回 伊豆文学ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 093 ｲｽﾞ 22 羽衣出版 下剋上受験 両親は中卒それでも娘は最難関中学を目指した! 桜井 信一 916 ｻｸ  日本工業新聞社

ｻﾞ･ﾍｲﾄ･ﾕｰ･ｷﾞｳﾞ あなたがくれた憎しみ ｱﾝｼﾞｰ･ﾄｰﾏｽ 933.7 ﾄｰ  岩崎書店
落語-哲学 中村 昇 104 ﾅｶ  亜紀書房 ﾓﾝﾃ･ｸﾘｽﾄ伯 2 改版 ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾃﾞｭﾏ 953.6 ﾃﾞ 2 岩波書店

０００　総　記
書　　　名

１００　哲学・心理学

新着本の紹介　4月

新着本の紹介　４月　

ﾋﾏﾗﾔに学校をつくる ｶﾈなしｺﾈなしの僕と､見捨てられた子どもたちの挑戦

５００　技　術

書　　　名

　　

１００　哲学・心理学

最強の暗記術 あらゆる試験･どんなﾋﾞｼﾞﾈｽにも効く｢勝利のﾃｸﾆｯｸ｣

４００　自然科学

３００　社会科学

２００　歴史・地理

７００　芸　術

９００　文　学

８００　言　語

 今年から図書研修課長となりました佐藤久です。よ

ろしくお願いします。 

 沼津東高に赴任して3年がたちました。昨年度は3

年生の担任として卒業生を出したばかりです。1、2

年のうちは、授業中心に教材研究をしていましたが、

こういう学校に勤めていると、どうしても入試問題を研

究する機会が多く、去年はｾﾝﾀｰ試験や個別大学の

過去問を研究する1年間でした。 

 問題演習や過去問指導をしていると、作品的にど

うしても気になる問題文に出会います。そのひとつに

『馬の歯』があります。 

 2014年東京大学の入試問題、第4問。文科だけに

課される第4問は主に随筆から出題される。知識の

暗記や解法ﾃｸﾆｯｸだけでは太刀打ちできない、だ

からこそやりがいもあり、入試という枠から離れてしま

えば、非常に面白い設問がそこで出題される。そん

な第4問の中で、特に印象的だったのが、この『馬の

歯』でした。 

 

「～いずれにしても、初対面の人と向かい合う時間は、

日常のなかに、ずぶりと差しこまれる。」 

 

設問（1） 「日常の中にずぶりと差しこまれる」 とは、

どういうことか、説明せよ。 

  

 どうすれば、この設問に答えられるのだろう。これを

解答できる生徒を育てるためには、どういう授業をす

ればいいのだろう。しかしこんな問題にも18才の彼ら

彼女らは果敢に立ち向かう。 

 作者の蜂飼耳は詩人。この問題文は岩波書店の

雑誌『図書』に掲載された文章からの出題。今はまと

められて『おいしそうな草』というﾀｲﾄﾙで書籍化され

ています。 

 詩人の研ぎ澄まされた言葉の感性と発想の妙。そ

してそれを正面から問う設問。よい設問とは、作者と

の真剣勝負のような緊張感を強いるものです。対応

するためには、それ相応の言語経験が必要。 

 それでもいい解答を書いてくる生徒がいます。や

はり多くの言葉とふれあっている生徒は強い。受験

対策とは、問題集をたくさん解くだけのものではなく、

読書を始めとした言語経験を積み重ねることが必要

だとつくづく感じました。国語は決してｾﾝｽではありま

せん。本を読む、新聞を読む、ﾆｭｰｽを聞く、友と語り

合う。言葉を通してどれだけ多くの経験をしているか。 
 

「植物園もまた本に似ている。風が荒々しい手つきで

めくれば、新たなﾍﾟｰｼﾞが開かれて、見知らぬ言葉が

落ちている。」 
 

 さて、これからの高校生活。図書館を積極的に活

用して、多くの言葉に触れてください。たくさんの言

葉が君たちにひもとかれるのを待っています。 
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 貸出期限を過ぎた本は、至急返却してください。

予約の入っていない本は、延長もできるので、ご希

望の方はカウンターで手続きをしてください。 

 

図 書 館 長 の つ ぶ や き  

2019課題図書 

 『おいしそうな草』 
        蜂飼 耳/著 

岩波書店 

2019課題図書 

2019課題図書 

 図書館で、読書感想文コンクールの課題図

書の展示をしています。興味のある人は、ぜ

ひ図書館に足を運んでみてください。 

 

 


